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”⽣活即教育 〜社会につながる学び〜” 「⾃由学園創⽴９０

周年記念教育報告会」

１１⽉２６⽇⾃由学園での教育報告会を聴講しましたので、当⽇の様⼦

をお伝えします。

４⽉に予定されていた「創⽴９０年式典」は、3.11⼤震災のため開催中

⽌となりましたが「教育報告会」としておこなわれました。

初等部・⼥⼦部・男⼦部・最⾼学部による⾃由学園の理念に沿った取り組

みの発表は、午前９時３０分から１５時３０分に及び、７５０⼈を超

える学園関係者、⽗⺟、ＯＢ、地域の⽅々で会場の記念講堂は埋め尽く

されました。

学園内の紅葉がひときわ美しくはえる⼀⽇でした。

市⺠レポ－タ－球歩

⽮野学園⻑はあいさつで「年齢に応

じた教育理念の展開に期待したい、

皆様⽅には、⼀貫教育の意義も味

わってほしい・・」と述べられました。

９０年の歴史の矜持とともに責任の

重さも感じました。

７５１名との発表がありました。満

員です。

初等部６年間を⼀枚のポスタ－にま

とめました。

⾃分だけでなくみんなの考え頭脳の

協働作業の結果です。

⾃由学園の良さとは何か、など徹底

した話し合いと⽗⺟・専⾨家のアドバ

イスも頂きました。

⼥⼦部（中等科・⾼等科）は勉強

の中から「⾐」をとりあげ、発表しまし

た。

制服のない学校ででよい服装を選ぶ

には？

そのテ－マとして⾏事・責任・⾃然・

学園らしさ・・などが話し合いの中から

決められました。

⾊彩・素材ごとの化学的検証もふま

え、具体的な⾃由学園らしい服装の

案を校内で⽰して⽣徒のアンケ－ト

チェックもしました。

その結果選ばれた「⾃由学園らしい

服装」です。

勿論⾃分たちでつくりました。

検証の中で、たとえば寒⾊系の服装

を着た⼈に、「寒そう・・！」と何度も

声をかけ続けたそうです。（勿論暖

⾊系には反対に・・・）

その結果わかったことは、なんと！寒

⾊系の服装の⼈の体表温度が⼀番

⾼かった！のだそうです。

きっと⼼理的な要因もかかわっている

に違いない・・との「仮説」の検証は、

今後の課題になるそうです。

男⼦部（中等科・⾼等科）は「⽊

につながる学び」を発表しました。

⼊学時には、これから⾃分たちが使う

机・椅⼦を⾃作します。

ひとりでではなく、⼆⼈協働でつくるの

だそうです。

⾃由学園は現在、名栗（埼⽟

県）・⿊⽻（栃⽊県）・海⼭（三

重県）に学校林を所有しています。

そこでの泊まり込みでの植え付け・⽣

育・伐採の実習を通じての林業経営

からは、協働体験から⽇本・世界の

林業・環境問題までが⾒えてきます。

学校林での樹⽊数の計測⽅法も考

えました。

中⼼樹⽊からの⼀定範囲での樹⽊

数を調べる実演をしています。

その数を森林総⾯積に当てはめて算

出します。

名栗では、９６００本あることが分

かりました。

最⾼学部による「⾃由学園と治⽔研

究」の経過報告。

⾃由学園には南沢のキャンパスの中

を流れる⽴野川と那須にある教育農

場脇の蛇尾川です。

これらの川は⻑年にわたっての研究の

対象であったとともに⼤⾬が降ると氾

濫しキャンパスに被害をもたらすもの

でもありました。

２００９年にこれらの治⽔対策を

⽬指し、「⾃主研究グル－プ」が発⾜

しました。

以来⾬量・降⾬の状況と⽔位の関

係など多くのデ－タを蓄積してきまし

た。

この過程で卒業⽣・地域の協⼒も得

て、問題解決の⽷⼝も⾒えつつあり

ます。

提⾔としてまとめて⾏政を含む地域に

提案することを⽬指しているそうです。

昼⾷に移動中に⾒られる⾃然あふれ

る校内の⼀部です。

⾷堂の⾷卓を覆うテ－ブルクロスのデ

ザインは⾃然を切り取ったものでした。

⽣徒の皆さんの作品のようで、我々

にご披露をしてくれています。

毎週の間の思い、考えやことを習字し

ていますが、その⼀部が⾒えていま

す。

”精神の共有”がここでも⾒られます。

午後の部の開始は、初等部の⽣徒

の「⽣活⽂章〜⼼の成⻑〜」です。

６年間の⽇々の⽣活・学びの中で

感じたことを「⽣活⽂章」として書いて

きました。

素直な気持ちの表現に、思わず笑い

が・・会場にあふれました。共感あって

のものです。

また⾔葉の「⼒」、⾔葉によって頑張

る気持をもてたこと、逆のことなど、サッ

カ-の練習にたとえての話には、⼤きく

うなづきました。

⼥⼦部の「⾃治〜⽣徒が創りだす⽣

活〜」。

⼩さな役割でも、⼤きな役割でも真

摯な態度で責任をもって遂げてこそ

「信頼」を共有することができるように

なった。

当初は与えられた「⾃治」も結果、

「⾃分たちの⾃治」を持てるようになっ

た・・と、素晴らしい報告でした。

男⼦部は「寮⽣活〜共に⽣きること

を学ぶ〜」です。

男⼦部では、⼊学後⼀年間はかなら

ず⼊寮することになっているそうです。

寮⽣活での問題点やその解決⽅法

を丁寧に楽しく説明してくれました。

下級⽣時代にはわからなかったこと

が、上に⽴って初めてわかる・・それを

伝える⾃分の気持ちの弱さなどもわか

るようになる・・。

率直な報告がありました。

⾃由学園ならではの「仕事」・・ブタの

お世話です。

また休⽇だけは⼩遣いを使えるのだそ

うです。

休⽇の夜、⼩遣帳に記録し、当番が

チェックするのだそうです。

勿論年間を通じた予算管理もしてい

ます。

最後は、最⾼学部の「学園特別実

習」〜学園運営に携わる独創的な

学び〜の報告です。

⾃由学園では、⼀般教養科⽬を学

問として学ぶだけでなく「特別実習」が

あります。

具体的には「⾃然誌・環境」「施設

管理」「農芸」「樹⽊・庭園」「⾷」など

8つのグル－プに分かれ、幼児⽣活

団から最⾼学部まで約９５０⼈の

学園⽣活が⽇々更に良いものになる

よう、問題の発⾒と解決に取り組んで

います。

これが最後の報告です。

学芸⼤学成⽥教授は講評で、本質

や根源的なことを⾒失い、ともすれば

⽬先のことが優先される今⽇、⽣活

の中から学び、⾃分のものとしていこう

とする「本質的」なあり⽅に感じいりま

した・・社会に更に発信してほしい・・

と結ばれました。

これは⼥⼦部作製のパジャマですが、

１８０着分を東北の仮設住宅の⼦

供たちに贈られました。

それ以外でも多くの⽀援を被災地に

対してし続けていることを付け加えま

す。

（写真は、関係者の了解を得て掲

載しています）
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